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２ 共同幹事挨拶

■ 浜松市
デジタル・スマートシティ推進部長 水谷 供子

■ 遠州鉄道㈱
取締役経営企画部長 岡野 裕貴

■ スズキ㈱
常務役員次世代モビリティサービス本部長 熊瀧 潤也



3 会員の状況

• 一般会員 126団体（令和6年6月19日時点）。
• R5第3回会議（令和6年3月27日）時点から、一般会員7団体が新規会員に。

No. 法人名

1 アンリツ株式会社

2 株式会社コーピー

3 一般社団法人静岡県無人機安全協会

4 一般社団法人ドローンサービス推進協議会

5 日本DMC株式会社

6 パーソルプロセス＆テクノロジー株式会社

7 浜松ホトニクス株式会社

※50音順



４ 今年度の取組予定



令和６年度の取組予定

項目
2024年度

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

モビリティサービス
推進コンソーシアム

ドローン利活用
推進部会

●第1回
会議

●第2回
会議

●第3回
会議

●ワークショップ
●オンラインセミナー

部会員によるユースケースづくりへの支援

●第1回
部会

●第２回
部会

●第３回
部会



5 浜松版MaaS構想の改定について



現行のMaaS構想

【 基本理念 】

ヒト・モノ・コトをモビリティで繋ぎ、持続可能な都市を目指す



第1期（2020～2024年度）の取り組み

健康・医療・福祉
・オンライン診療・服薬指導からドローンによる薬剤配送の実証実験（春野医療MaaS）
・地域支援看護師の補助（血圧等基礎的情報の院内伝達とオンライン診療補助）による遠隔診療
・運転データ取得用の専用デバイスを用いた日常運転と認知機能の関係性の検証を実施（浜松ウェルネス・ラボ）

生活インフラ
・住民同士の助け合いによる交通空白地有償運送の運行開始（ノッカル庄内）
・コンソーシアム会員のHMKネクサス㈱との連携による中山間地域でのドローン物流の実証実験
・遠州鉄道㈱、スズキ㈱、BOLDLY㈱、浜松市の４社による庄内地区での自動運転の実証実験

ウィズ／ポストコロナ
・テイクアウト紹介サイトや飲食店情報とタクシー事業を結ぶフードデリバリープラットフォーム「Foodelix」
・車内でのテレワーク環境を整備した「浜松テレワークパーク構想」の実証実験

防災・安全
・施設点検時のドローン撮影、土砂災害による道路閉塞現場の撮影、３次元点群データの取得等
・ドローンによる上空からの情報収集、水質検査用検体運搬、災害全体像の把握、リアルタイム空撮映像配信の実証実験
・ドローン及び可搬型無線通信モジュールを用いた災害時の迅速なネットワーク回線確保・状況把握を図る実証実験



第1期（2020～2024年度）の取り組み

エコシステム構築
・浜松市モビリティサービス推進コンソーシアムの設置（会員数126団体、2024.6.19時点）
・コンソ会議の開催、オンラインセミナー、アイデアソン・ピッチの実施
・ドローンに関する意見交換会を実施し、重点分野等について報告書として取りまとめ
・ドローン利活用推進部会を設置。国・県・大学等をオブザーバーに、官民連携で取組を推進
（部会員29団体、オブザーバー26団体、2024.6.19時点）

データ利活用
・民間のMaaSデータ連携基盤を活用し、各分野におけるMaaSデータの有効性を検証
・事故、道路構造、交通状況、周辺環境などのデータをAI技術を活用して分析し、
危険個所予測マップを作成



第1期（2020～2024年度）の評価

【 全体 】
・第１期はコロナ禍の影響が大きかったが、その中で学びも多くあった
例えば人の移動が制限される中で、Foodelixは面白いチャレンジであり、
得られた知見は大きい
・他地域の取組と比べても浜松市はいろいろなことにチャレンジしている
・国土縮図型都市で多様な課題があり、そうした課題解決に向け官民で取り組むことが
出来ている
・他分野との連携も進み、MaaS構想第１期の進捗は予定通りと評価。

【 官民連携（モビリティサービス推進コンソーシアム） 】
・市外からも多様なプレイヤーが参画。関係づくりが進んだことは構想推進の
基盤づくりとして評価
・意欲的な事業者が多数参画。具体的な取組も進み、コンソーシアムとして
力強く推進出来ている

【 ドローン利活用 】
・地元の大企業と市外のスタートアップとの連携は他地域にない特徴
・浜松はスタートアップの支援が手厚いことが強みである
・重点分野の中でもドローンについては特に取組が進んでいる



今後に向けたコメント

【 全体 】
・今後は全体的な構造化や抽象化という観点も持って取り組んでいくとよい
・一歩引いて定期的に全体感を捉えることは大事
・取り組みから得られた知見を蓄積して次に繋げていくことが大切
・浜松から他地域への展開やそのための仕組みづくりを期待

【 重点分野関連 】
・コロナに関しては転換期を経過し、関連取り組みの見直しが必要
・経済性の確保や産業集積、食（農業）を含めた観光でのモビリティ活用の可能性と期待
・能登半島地震により、データの事前準備やドローン等のデジタル技術の必要性が再確認された
・新たなアプローチとして、エンターテイメントとしてのモビリティ
・高齢者の免許返納や事故を未然に防ぐことに対する取り組みの強化も必要

【 基盤づくり関連 】
・構想を推進するための基盤づくりとして、顔の見える関係の構築が大事
・コンソーシアム会員の知見で補えない部分は外部の企業や団体、隣接自治体とも連携を
・データ利活用は、新しい取り組みの方向性検討や取り組み評価に活用していく



第2期の重点分野と基盤づくり（案）

第1期 第2期 変更／継続理由等

重
点
分
野

健康・医療・福祉 ウエルネス・
医療・福祉 ・本市ではウエルネス施策に力を入れているため

生活インフラ 交通・物流 ・コンソーシアム等での交通・物流の活動が活発化しているため

ウィズ／
ポストコロナ 産業・観光

【ウィズ／ポストコロナの削除】
・コロナ禍が収束したため

【産業・観光の新設】
・有識者の意見で産業・観光に期待する声が多かったため

防災・安全 防災・安全 ・能登半島地震により、デジタル技術の必要性を再確認

基
盤
づ
く
り

エコシステム構築 エコシステム構築 ・実証から実装に進まないという課題への対応として、マネタイズを意識

データ利活用 データ利活用 ・活用方法を見据えたデータ取得を意識



6 会員のモビリティ関連のプロジェクトについて



7 意見交換



関係者外秘

/ 9991  Suzuki Motor Corporation, 2023. All rights reserved.

浜名湖花博2024 自動運転サービス体験会
「フローラムーバー2024」

2024年6月19日

経営企画本部 次世代技術開発部 次世代技術企画課
主幹 秋田 晃

スズキ株式会社



関係者外秘

/ 9992  Suzuki Motor Corporation, 2023. All rights reserved.

浜名湖花博2024への参加概要

浜名湖花博2024のテーマである「人・自然・テクノロ
ジーの架け橋～レイクハマナデジタル田園都市～」に
込められた想いを体現するため、スズキの多様なモビ
リティを活用し、自動運転など先端技術を活用した新
しい暮らしの提案を通して、浜名湖花博20周年記念事
業に協力しました。

■自動運転実証車両の乗車体験
• 浜松自動運転やらまいかプロジェクト第4回実証実
験の技術を使った車両の乗車体験。

• 自動運転機能を搭載したパーソナルモビリティの
乗車体験。

• 車両には静岡文化芸術大学の学生がデザインした
浜名湖花博2024のキャラクターのデカールを貼付。

浜名湖花博2024 URL：https://hanahaku2024.jp/
スズキプレスリリース URL：https://www.suzuki.co.jp/release/d/2024/0321/

自動運転パーソナルモビリティ

自動運転実証車両



関係者外秘

/ 9993  Suzuki Motor Corporation, 2023. All rights reserved.

自動運転サービス体験会のコンセプト
自動運転車両＋自動運転パーソナルモビリティを用いて、
ファーストワンマイルを意識したモビリティサービス連携のイメージを提供します。

【お客様(例)】近場の移動でもつらくなってきた高齢の方
⇒通院・買い物の際、バス停まで送迎、乗り捨て回収できるサービス等を想定

自宅など 駅・病院・店舗



関係者外秘

/ 9994  Suzuki Motor Corporation, 2023. All rights reserved.

自動運転車両と自動運転パーソナルモビリティを用いた自動運転乗車体験

イベント名称：フローラムーバー2024
運行：会期中毎日（雨天時以外）
運用：定時定路線、乗車無料、非公道、原則歩車分離
車両：自動運転パーソナルモビリティ：5台

自動運転車両：5台
（両車両ともに3台走行、予備2台）

定員：自動運転パーソナルモビリティ：1名(体験者)
自動運転車両：前席 2名(スタッフ)

後席 最大3名(体験者)

自動運転パーソナルモビリティ
（名称：のたね号ミニ）

自動運転車両：ソリオ
（名称：のたね号）



関係者外秘

/ 9995  Suzuki Motor Corporation, 2023. All rights reserved.

実際の実証実験の様子

4/6(土)~6/2（日）までで、約3,000人にご体験いただきました。
運行ダイヤ

浜松市長 湖西市長

便名 受付時間 PM乗車時間 ソリオ乗車時間
浜名湖花博開園：09：30~

1 10:10 10:20 10:30
2 10:40 10:50 11:00
3 11:10 11:20 11:30

昼休憩：PM11:50~12:50 / ソリオ12:00-13:00
4 13:00 13:10 13:20
5 13:30 13:40 13:50
6 14:00 14:10 14:20
7 14:30 14:40 14:50
8 15:00 15:10 15:20
9 15:30 15:40 15:50
10 16:00 16:10 16:20

浜名湖花博閉園：~17：00



関係者外秘

/ 9996  Suzuki Motor Corporation, 2023. All rights reserved.

アンケートでいただいたお客様の声

• 普及する事で手軽に手に届く商品になってほしいです。あと、スタッフの
方々にホッコリしました。

• 花博、花の美術館近くで体験テント見つけ、以前より関心がある自動運転を
体験させて頂きました。スタッフの方々の丁寧な説明とスムーズな運転、素
晴らしい！カーブでハンドルがクルクル回るのも不思議。早く実現していた
だきたい！スズキ車に期待します♪ステキな体験ありがとう

• 公共交通や高齢者の多く住む山間地域での移送手段(バスなど通っていない
地域)としての活躍を期待しています



関係者外秘

/ 9997  Suzuki Motor Corporation, 2023. All rights reserved.

ゴールデンウイーク限定シール貼付イベントソリオに花を咲かせましょう

4/27(土)~5/6（月）の10日間で、たくさんの花がソリオに咲きました。

湖西市長、浜松市長に花を咲かせていただきました。



関係者外秘

/ 9998  Suzuki Motor Corporation, 2023. All rights reserved.



浜名湖花博2024

出展レポート



はじめに：弊社と製品について

2

ソミック石川のボールジョイント

国内シェア1位
世界シェア3位

創業108年の技術をスピンアウト

モノづくりからコトづくり

2016年 自律走行ロボット開発PJ発足

2022年 テストマーケティングを経て事業化

作業支援ロボット「SUPPOT」へ

現在 ㈱ソミックトランスフォーメーション

SUPPOT事業室にて販売・レンタル 希望溢れる未来を
つくる元気玉会社



SUPPOTはこんなシーンで実用化されています

3

場所：三遠南信道の橋梁工事

作業：鉄筋資材の間配り

効果：40ニンク 20ニンクに削減

場所：西部中学校の改築工事

作業：アルミサッシ運搬

効果：2人 1人 効率4.5倍

場所：狩野川の河川護岸点検

作業：空洞化箇所の調査

効果：レーダー機器の手押し役が不要に

場所：ソミック石川の古川工場

作業：ラインへの部品供給

効果：牽引車の運転役が不要に

ヒトの作業を
一部代替

貴重な生産
人員を確保

工期短縮

生産性UP

女性・高齢
者も活躍



花博出展のきっかけ

4

• ソミックグループが目指す次世代社会SOMIC SOCIETY構

想の実現

• 浜名湖花博2024テーマ「人・自然・テクノロジーの架け橋

～レイクハマナデジタル田園都市～」と合致

• 自動追従がメインの公道走行モデルを出したことで、新た

にパーソナルモビリティとしての引き合いが発生

• 岡崎市（大成建設様）、茅野市（森ビル様）等



SUPPOTの出展コンテンツ

5

• テーマは「手ぶらで園内歩き体験｜追従型モビリティで園内移動体験向上」

• 公式売店や園芸ショップから駐車場までの帰り道や、遊び道具を積んだ園内移動

• 会場で落とす金額を上げるなど、会場やテナントへ数値面の貢献

• 事前準備段階では造園業者さんやボランティアスタッフさんの植栽維持作業で役に立つ

開催期間中
毎週土曜日に実施



レポート内容

6

• 延べ337組が利用
• 1日最大58組利用
• 無事故達成
• 来園者の手ぶら化により、買い物量を最大3倍以上UP

開催期間前中後のメディア掲載6件
• 出展テナントの売上UP、来園者のエンゲージメント向上、施設運営会社の作業
効率化、ボランティアスタッフの継続率向上に付与

改善点
• イス、呼び寄せ、荷物盗難防止の機能追加で、テーマパーク運営会社や大型催
事運営会社への販促確度向上

• 不特定多数の人がいる中での安全性担保
• 無人化した際のオペレーション等

気付き
• 本当に欲しいものは、荷物が積載でき子どもでも使えるセグウェイ？



実際に走行したルート

7

公式売店
付近受付

南ゲート

北ゲート

350m
4-5分

220m
3分

400m
5-6分

メインは
公式売店付近受付⇔周辺散策



集計結果

8

単位：組

- 全9回の実施で延べ337組の来場者がSUPPOTを操縦体験

- ピーク時（5/11）は58組/日で、約6分毎に1組が利用

- アンケート回答者268組（回答率79.5%）



アンケート結果：5点満点中

9

操縦のしやすさ 4.6

荷物の載せやすさ 4.5

追従の速度 4.1

見た目 4.2

安全性 4.5



アンケート結果：追加したい機能

10



ご利用シーン：売店でのお買い物

11

予約時1,000円の売上が3倍以上になった
出展テナント（ハイビスカス農家さん）

予約時1,000円の売上が3倍以上になった
出展テナント（ハイビスカス農家さん）

たくさん買っても駐車場まで

気にせず手ぶらで戻れる
お母さん

ロボットが操縦できて楽しい！
お母さんの役に立てる

お子さん



ご利用シーン：キッチンカーでのお買い物

12

列に並んでくれるだけで、

SNSで集客の話題に出来た
店主さん

1人で並んで全員分のフード
を確保することができた

利用者さん



ご利用シーン：造園業者作業支援（準備期間）

13

開園中でも軽トラックと同じ重量を

安全かつ効率的に球根や苗木を運べる
造園業者さん監督

花博の未来館感に興味津津
園内利用者さん



ご利用シーン：ボランティア作業支援（準備期間）

14

腰が痛くても仕事ができるから、長く

ボランティアを続けられそう
ボランティアスタッフさん



広報効果

15

メディア掲載実績

• 3/13 中日新聞様掲載（一面）
• 4/9 浜松経済新聞様掲載
• 4/24 SBS静岡ラジオ様出演
• 4/24 日経オンライン様掲載
• 他、WEBニュースサイト2件

中日新聞紙面
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データ・モビリティに関する
事例のご紹介

パーソルプロセス＆テクノロジー株式会社

エネルギービジネス第一統括部

ドローン・MaaSソリューション部 MaaSビジネス支援１G



Copyright   PERSOL PROCESS & TECHNOLOGY CO., LTD. All Rights Reserved.

会社概要

2

社名 パーソルプロセス＆テクノロジー株式会社
代表 代表取締役社長 市村和幸

事業内容
• アウトソーシング
• システムソリューション
• 業務プロセスコンサルティング

資本金 3億1,000万円

設立 1977年

従業員数 5,727名 （2023年3月1日時点）

本社所在地 東京都江東区豊洲

人・プロセスデザイン・テクノロジーの力で、
抜本的なビジネスプロセスの変革をご支援します

グループ パーソルホールディングス株式会社
グループ
会社数 136社（国内：36 海外：100）

従業員数 67,274名 （2023年3月31日時点）

上場市場 東京証券取引所プライム市場
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ドローン・MaaSソリューション部支援の特徴
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ド
ロ
ー
ン
・M

aaS

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
部

• MaaS事業者向け人材支援
• データ分析サービスの提供

• ドローン導入アセスメント
• 顧客開拓支援サービス、人材支援

MaaSビジネ
ス支援1G2G

ドローン
導入支援G

ドローン運用
支援1G2G

社会実装支援
1G-3G

• ドローン運用体制の整備
• 実証対応などのフィールド対応支援

• 官公庁、自治体の事業推進
• システム・機体開発支援、人材支援

MaaS事業支援人材

業界事業者支援の実績

ナレッジ蓄積

継続した研修

ドローン・MaaSを中心とした人・モノ・情報の移動によるスマートシティ実現の推進を
ミッションとする約１５０名体制の専門部隊
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弊社のデータ分析における取り組み
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交通・都市計画 観光施策

観光客の流入元の分析
観光エリア別の来客数、属性分析
イベントの効果測定など

渋滞状況、原因の分析
バス運行計画、MaaSへの活用
都市計画の基礎データ活用など

エビデンスに基づく、域内経済の活性化・にぎわいの創出
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オープンデータ・人流ビッグデータを用いた解析事例のご紹介
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• 人の移動に関する情報、データをGISツールによるマップ上での可視化処理を行い地域交通政策の仮設建てや、サービス企画立案支援などを実
施しております
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地域交通DX人材育成のご紹介
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ドローンユーザーとMaaSに関する動向調査レポートのご紹介

7

本調査レポートの詳細、資料についてこちらからダウンロードください。

• 労働力不足や少子高齢化といった社会課題の解決のためには、人やモノ、サービスの移動を担う社会インフラの高度化が必要と考えています。そ
のための手段として代表的なのが、ドローン活用やMaaSです。調査では、企業におけるドローン活用やMaaSの取組状況や、期待する効果など
を調査

• ドローン活用やMaaSにおいて、データは重要な要素であり企業はドローンによって従来では難しかったデータを取得・解析し、業務やサービス
の高度化や生産性向上などを目指しています。

• MaaSでは参画主体が多様なデータを取得し、連携することによる新たなサービスの創出が目指されます。

本調査では、企業のデータ取得や外部提供に対する意向や、データ分析や保存・管理の為のサービスの利用意向、課題やその解決のためのサービス
の利用意向などを明らかにしています。
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Appendix
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